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第３号 令和元年５月１４日発行 （文責）校長 井津 京香 

さわやかな初夏の風が、校庭の若葉を揺らす、気持ちの良い季節を迎えました。今年度は１０連休と言う長い休み

でしたが、日頃学校では体験することのできない貴重な体験をすることができたのではないでしょうか。５月３日（金）

の「神幸祭」にも、多くの子どもたちが参加していました。「山車」の進行に合わせて太鼓や鉦の演奏をする５，６年

生の子ども達・山車を引く子ども達・保護者・地域の方々のふれあいの輪（和）が、東朽網の絆の深さを表している

ように感じました。伝統文化を守ることの大切さを子どもたちに伝えてくださっていることを実感しました。 

 

 

５，６年生のなかよし委員会が企画・運営して「1年生をむかえる会」 

が行われました。「入学してきた１年生を、全校児童で歓迎しよう」という 

めあてで行われました。１年生は、一人ずつ名前を呼ばれると、元気よく 

「はい！」と返事をして入場しました。少し緊張した様子でしたが、２年 

生から６年生の心のこもった歓迎の言葉を聞いてとても嬉しそうでした。 

その後、少雨の予報でしたので、校内で遠足をしました。１，６年生は、体育館でドッジボールや進化ゲームをし

て交流しました。６年生に守ってもらいながら、コートの中をうれしそうに逃げ回る１年生の姿がとてもほほえまし

かったです。他の学年もオリエンテーリングをしたり学級でゲームをしたりして楽しく過ごしていました。 

 

 

「文化財出前考古学教室」では、市内の遺跡から出土した本物の遺物 

（縄文・弥生・古墳時代の土器・木器・石器・鉄器・装飾品など）を 

見て、触って大昔の暮らしを想像することで、昔の人々の知恵や工夫 

のすばらしさを感じ取り、歴史に興味関心を高めていきました。本物 

の遺物に触れながら、「○○は、どんなときに、どのように使ったのか？」などについて、友だちと相談したり、学芸

員に尋ねたりして考えていました。東朽網校区からも歴史の遺物が見つかったことを知り、驚いていました。 

 

 

 

 

 
 

 
 

「曽根干潟の環境を守る会」の方に、干潟の魅力について教えていた 

だきました。朽網川河口付近は、国内有数のカブトガニの産卵場所であり、 

たくさんの希少生物が生息する場でもあります。世界的に絶滅の恐れのあ 

る鳥が毎年命がけで南半球から北半球まで旅をするそうです。曽根干潟は 

旅をする鳥にとって絶好の環境が守られているそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―こんな子どもたちに育てたい― 

自分が好き・友達が好き・先生が好き・学校が好き 

○ やさしく、仲良く助け合う【いじめ０】（徳） 
豊かな心とたくましく生きる力をもつ子ども 

○ かしこく（知） 
進んで学び,よく聞き,深く考え,表現できる子ども 

○ たくましく（体） 
体力づくりに励み,健康でたくましい子ども 
 

学校教育目標 
 

徳・知・体の調和のとれた

人間性豊かな実践力のあ

る子どもの育成 

学校だより 

・縄文時代・弥生時代・古墳時代の遺物のことをたくさん知ることができました。他の時代よりも縄文時代が長かっ

たということも分かりました。 

・１万年も前の土器を触っていると、その時代の様子が想像できたので凄いと思いました。 

・一番心に残ったのは、稲の米が付いている所だけを取る道具の石包丁です。この学習で、歴史に興味がもてました。 

・時代が進むにつれて道具が進化して現代に至っていると思うと、「神秘」を感じました。 

歓迎集会 歓迎遠足（校内）  ４月２６日（金） 

第３７回 運動会のお知らせ 

いよいよ運動会に向けての練習が始まりました。運動会を通して、保護者や地域の皆様に、規律ある集団行動や

創意工夫を生かした演技をご覧いただきたいと思います。皆さまのご声援をお願いいたします。 

地域の皆様には、練習中の放送や音楽等で大変ご迷惑をおかけすることと思います。ご理解とご協力のほど、 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 日時 ５月２６日（日）  午前９：００開会  午後２：３０閉会予定  ※雨天の場合 ２９日（水）に延期 

「光化学スモッグ注意報・ＰＭ2.5に関する注意喚起」が出された場合は、演技を中止し、２９日（水）に延期します。 

・曽根干潟には、絶滅危惧種と言われている鳥がたくさんいるそうです。曽根干潟は、鳥にとってのサービスエリア（中

継地）だから、毎年たくさんの鳥がやって来るそうです。それが、干潟の魅力だと思いました。 

・曽根干潟は、鳥にとってゆっくり身体を休めることのできるとても便利な場所だとわかりました。他では見ることの

できない絶滅危惧種の鳥なども見ることができたので、魅力的な場所だと思いました。 

・曽根干潟は、旅鳥が中継地として使っているので、ごみも少なく、野鳥にとっても自然がいっぱいで良い場所なので、

暮らしやすい所だと思いました。地域の方々が鳥の気持ちも考えながら、干潟の自然を守っているのだと思いました。 

６年生 考古学教室「大昔の暮らし」 ４月２４日（水） 

ｰ 

         

５年生 総合的な学習「干潟の生き物と環境調べ」 ５月７日（火） 

ｰ 

         


